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一戸建てを学ぼう















平屋の一戸建てを立てる
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平屋の一戸建ての一番のポイントは生活導線がスムーズなところです。
階段の上り下りがなく、体の負担が軽減されるところが一番の良いところです。
子どもたちが巣立ったあとに部屋を持て余している二階建てのおうちを平屋にリフォームするシニア世代も多いようです。
建物の規模が小さいので施工費用が安くすみますし、建物の重量が軽いので大地震などの被害も受けにくいです。
最近ではシニアだけではなく、若い夫婦が建設することも増えているようです。
マンションのような導線で生活ができるのですが、エレベーターや階段の上り下りはない上にマンションよりも天井を高くとることができるので解放感があり、快適に生活することができます。
平屋一戸建てをたてる場合には間取り計画をしっかりとしなければなりません。
特に、風通しと日当たりは大切です。
あまり壁を多く作ると風通しが悪くなりますし、例えば北側はあまり日差しが入らないので窓の大きさや位置を工夫することが必要になります。
西日のことや日当たりの良い南側をどうやって使うかなど、家の設置場所をどうするのかしっかりと考えていくことが必要です。
庭とのつながりも考えます。
昔からの住居スタイルがいままた見直されています。


平屋の一戸建てが人気
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平屋と聞くと、少し古臭いイメージを持つ人もいるかもしれませんが、最近は人気が急上昇しており、新築であえて平屋を建てる人もいるほどです。
平屋とは、一階建ての一戸建てのことです。
二階建て、三階建ての一軒家が多い中で、平屋建てはあまり見かけません。
昔は多かった平屋建てが少なくなったのは、一つには人口の増加によって土地の確保が難しくなったからです。

仮に建ぺい率50％の土地に100平米の生活空間を確保したいと思ったら、平屋建てなら200平米の土地を手に入れなければなりません。
しかし、二階建てにするとその半分である100平米の土地で済みます。
人口の増加に伴い土地の値段も上がっており、広大な土地を手に入れるには多くの資金が要ります。
少しでも安く、それでいて広々と住める一戸建てを手に入れるには、二階建てや三階建てが合理的、というわけです。

しかし、二階建て、三階建ては、土地こそ安くすることができるものの、今度は建築費のほうが高くつきます。
それだけの広さが必要であればまだしも、3～4人家族であれば、平屋建てでも充分、との考えが広まっています。
階段の上り下りがないので移動が楽、家族がコミュニケーションをとりやすい、などのメリットが見直され、年代に関わらず人気が出始めています。



一戸建てのコスト削減で押さえておきたいポイント

  一戸建てを購入する時には大きな金額が動きますし、ほとんどの人がローンを組んで購入します。少しでも費用を安く抑えたいと考えるのが普通であり、そのために住宅メーカー等の見積もりを比較することもあります。
コスト削減を目指す場合にはいくつか覚えておきたいポイントがあり、もっとも重要なのは延床面積を減らすことです。
住宅メーカー側もそのあたりのことは心得ていますので、詳細を詰める時に予算を伝えておくとその範囲内に収まるように工夫してくれます。
建物の凹凸を無くしてできるだけシンプルなつくりにすることも、コスト削減するためのコツです。一戸建てを建てる時には後々収納が足りなくなると困るからと必要以上に設置してしまうことがありますが、実は収納を増やすとその分だけ棚や扉を取り付けることになり、費用がかさみます。
トイレを一階と二階の両方に設置したいという人もいますが、水回りは一か所にまとめた方が安くなりますので、本当に両方に必要かを考えてみましょう。

 

一戸建てのリフォームを検討している時に身に付けたい基礎知識

 一戸建てをリフォームすることを検討している場合には、実際に行うことで得られるメリットを知っておくことが大切です。
場合によっては建築基準法の建ぺい率、容積率の規制が建てた当初よりも厳しくなっていて、建て直すと前よりも小さな家になってしまうことがありますが、内装や外装に手を加えるという手段を選ぶのなら広さは変わりません。
予算を決めて気になるところから段階的に手を加えていくことも可能であり、一部分のみなら短期間で終了します。
大幅な変更はできませんが、一戸建ても経年劣化によって様々な部分に不具合が生じますし、見た目の美しさも失われますので、ある程度の年数が経過したら傷みの酷い部分だけでもリフォームをするのがお勧めです。
建てた時にはなかったような最新の設備を導入することもでき、外装を変えるとまるで新築のように見えます。
強度を保つだけでなく見た目にも美しくなり、間取りの変更も大掛かりなものでなければできます。
 


一戸建て住宅を建てる際には地震に強い家を

  一戸建て住宅を建てることが出来るというのは大変うれしいもので、家族でいろんなモデルハウスなどを回って外壁、家の大きさ、間取り、インテリアなどを話し合って決めます。
どこを重視するかは人によって異なるもので、ある方は機能性を重視するかもしれませんし、また別の方はとにかくおしゃれである家にしたい、と願うかもしれません。しかし、安全かつ安心に生活するためには耐震性に優れている一戸建て住宅を設計・建築することは重要です。
日本は地震がとても多い国ですし、今後これまで起きたとがないような南海トラフト巨大地震が来ると予想されていますので、それに備えておくことはとても重要なことと言えます。
耐震性の強い住宅を建てるとともに、家具の配置にも気を付ける必要がありますが例えば、背の高いタンスを寝室に置かないようにしたり、家具が倒れた時に部屋に閉じ込められないような配置を工夫すべきです。
ぜひ、安心して住める家にしましょう。

 

一戸建てを買う予定の人はアメリカンハウスも検討してみてください

  一戸建てにはさまざまなタイプがあります。まず純和風から和モダンなど日本の伝統的なスタイルです。次に伝統的な西洋建築をそのまま採り入れたものや、それを現代風にアレンジした洋モダンデザインがあります。

日本ではあまり見かけないものの、人によってはライフスタイルに見事に適合するのがアメリカンハウスです。玄関側にポーチがあるのが特徴で、そこにベンチを置いてお茶を飲むこともできますし、自転車や釣り竿など趣味のものを保管するのにも使えます。
外壁は板材を貼るスタイルであり、明るい色を塗ると本格的な雰囲気になります。

モータリゼーションの進んだアメリカの家らしく、インナーガレージになっていることも珍しくありません。ただ自動車や二輪車を保管するだけでなく、カスタムをしたり愛車を鑑賞するスペースにすることも可能です。

アメリカ映画でよく見る一戸建てのデザインですから、アメリカ文化に憧れる人が住めば充実した生活が期待できるでしょう。



一戸建てを建てる時の土地探しの方法と選び方

  一戸建てを建てることになったら、まずは土地探しをしなければなりません。自分たちに合った場所を探す必要がありますが、気に入った時に上手く見つかる保証はありませんので、少し待っても手放す人が出てこない場合には条件を整理してみる必要があります。
条件を整理できたら、それを不動産屋やハウスメーカーの営業に伝えるのですが、その際に条件に順位を決めておくとスムーズです。
最近ではインターネット上でも一戸建てを建てられる土地の情報が載っているため、それらの情報を見ただけで判断してしまう人もいますが、実際に自分の目で見て確認しないと分からないこともあります。
インターネット上にはその場所のことだけが書かれており、周辺の情報までは記載されていません。足を運ぶことで周りの雰囲気まで知ることができ、住むのに適しているかも容易に想像できます。
周辺環境までチェックできれば、あとは建築法規や前面道路の幅員、水道管の有無等をチェックして話を進めます。




一戸建ては耐震性を確認することが重要なポイント

一戸建てを購入する場合には、建物の形状や内装などを気にすることも多いものですが、同時に様々な自然災害に対する耐久性を十分に意識することも必要となります。特に近年では地震が非常に多くなっており、倒壊すると言うケースも少なくありません。そのため、一戸建てを選ぶ場合には耐震性を十分に意識することが重要なポイントとなっています。
最近では一戸建てを販売するハウスメーカーや工務店は、この点を非常に重視しアピールしていることが多いものです。地震は突然やってくるものであり、どんなに準備をしても準備のしすぎと言うことがないため、できるだけその内容を十分に確認し、安心して住むことができるものを選ぶことが大切です。注文住宅の場合でも事前にその構造を自ら確認し、安心できるものとすることが必要となります。大手のハウスメーカーや良心的な工務店では必ずその内容を明示するものとなっており、この点を意識することが良い一戸建てを得るための大切なポイントとなっています。



海外住宅の一戸建てを購入する場合の注意とは

一戸建てを購入しようとする人の中には、外見でなく材料にもこだわり海外から購入すると言うことも少なくありません。これらは国内の材料とは異なり、洋風建築ならではの様々なポイントがちりばめられているため、モダンな雰囲気の家を建てることができるのが大きな魅力です。外国の住宅でよく見るような窓の構造や建物の外観など、日本のハウスメーカーや工務店などでは建てることができない色々な特徴が存在しています。
しかし海外の一戸建ての多くは日本の自然環境を意識して設計されていないため、そのままではトラブルを招いてしまうことも少なくありません。日本の気候は夏は暑く冬は寒いといった温度変化が激しく、同時に湿度の変化も厳しいため材料によっては問題が発生することも多いものです。直接購入する場合にはこのようなデメリットがあることを十分に意識した上で、そのリスクを自分自身で解消することが重要となります。最近ではこれらの住宅を取り扱っている工務店なども増えており、この場合には工務店側で日本の環境に適合するものとしているケースが多いので、比較的安心して購入できます。



一戸建てを建売で購入するメリットとは何か

一戸建てを購入する場合には、自分の希望通りの家を持ちたいと注文住宅を選びたい人が少なくありません。しかしいざ自分の希望となるとこれをまとめるのに苦労することも多く、さらに実際には建築基準法など様々な問題により希望通りの家を実現できないと言うことも多いものです。加えて一般的には設計から行うことが必要になるため、費用が非常に高額になることも予測されます。
一戸建てを購入する場合には、建売を選んだ方がメリットが大きい場合も少なくありません。一般的には多くの人に適合するような設計となるため比較的住みやすく、また価格も安いことが多いものです。さらに建売の場合にはすでに家が建築済みであるため、様々な部分を実際に見て選ぶことができ、引っ越し等の予定を立てやすいのもポイントとなっています。特に最近では、新たな分譲地に建築されていることも多いので、近隣の問題に悩まされることもなく、新生活をスタートさせるには良い環境であることもポイントです。



中古物件の一戸建ては様々な情報を集めることが大切

最近では中古物件の一戸建てが非常に高い人気となっており、価格が安いことやリフォーム技術が進み様々な変更を大胆に加えることができるなど、住みやすい家を安く手に入れられることから注目を集めています。しかしこれを購入する前には、様々な情報を自分自身で収集し、安心して済むことができるものであることを確認しておかなければなりません。
一戸建ては新築でも様々なトラブルが発生するリスクがあり、この点では中古物件は現状を自分の目で見て知ることができるので安心できるものと言う印象を持つことも多いものです。ただし実際には内部に問題を生じていたり、また様々な前歴によってトラブルを招く危険性もあるので、これらの情報を事前に様々なところから仕入れておくことが大切です。
特に事故物件等の場合には、一定の条件が整えばこれを不動産会社が購入者に申告しなくても良いものとなっているため、後から知って不安を感じることも少なくありません。これらの情報を事前に知るためには、不動産会社だけでなく色々なところからその情報を仕入れることが重要です。



一戸建てはその構造を入念にチェックすることが大切

一戸建てを購入する場合には、自分の家を持つことができると舞い上がってしまうことが多く、細かな部分にまで目が行き届かないと言うことも少なくありません。しかし住宅は一生で最も大きな買い物であると言われることも多く、そのために様々な部分にまで細かく目を配ることが重要であり、特に目に見えない構造の部分は確実にチェックしておくことが重要です。
一戸建てを購入する場合には信頼できるハウスメーカーや工務店などを選ぶことが大切なポイントであり、その理由は信頼できる基準に基づいて設計や施工を行うことにあります。特に最近では地震などの自然災害によって住宅が倒壊してしまうと言うケースがあったり、もしくは家が傾いたり様々な部分に亀裂が入り住むことができなくなるなど、トラブルを目にすることも多くなっています。
自分がこのような目に遭わないためには、その設計内容や構造を自分自身で確認することが重要です。一般の人には難しい部分もありますが、それなりの知識を持って判断することが必要不可欠です。




文京区のおすすめ不動産サイト


文京区 不動産
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